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共通教育科目
【人間科学科目】

・教育課程編成・実施の方針
  （カリキュラムポリシー）
・教育目標と理念
・履修モデル
・授業科目配当表

【英語科目】
・教育課程編成・実施の方針
  （カリキュラムポリシー）
・教育目標と理念
・履修モデル
・授業科目配当表

【数学科目】
・教育課程編成・実施の方針
  （カリキュラムポリシー）

【物理学科目】
・教育課程編成・実施の方針
  （カリキュラムポリシー）

【化学科目】
・教育課程編成・実施の方針
  （カリキュラムポリシー）
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共通教育の教育課程編成・実施の方針
（カリキュラムポリシー）

＜人間科学科目＞
　工学部第二部の人間科学科目は、今日の科学技術者に必要な基礎的な能力と幅広い教養を身

につける科目です。そのため、5つの領域（スポーツ・健康、人間理解、社会理解、異文化理

解、技術者教養）を学生がバランスよく学習できるように教育課程を編成し、実施します。

＜英語科目＞
　工学部第二部の英語科目は、国際人として必要な英語のコミュニケーションの基本を身につ

けること、及び将来エンジニアとして自分の考えを発表し伝達しようとする積極的態度を涵養

することを柱とし、学生によって異なる英語力に対応するために、基幹科目と発展科目を学習

できる教育課程を編成し、実施します。

　基幹科目では、英語の総合的な能力の涵養を図ります。発展科目では、アカデミックな話す

力、聞く力、読む力、書く力など、技能別スキルの向上を図ります。

＜数学科目＞
　工学部第二部の数学科目は、科学技術者となるために必要不可欠な基礎的数学を柱として、

それぞれの専門分野に関連の深い専門的な数学を学習できるように、教育課程を編成し、実施

します。

＜物理学科目＞
　工学部第二部の物理科目は、理工系専門科目の理解に必要不可欠な質点力学を柱とする基礎

物理学を体系的に学べるように、さらに、自然法則の確認と測定技術の修得を目指す実験科目

を学習できるように、教育課程を編成し、実施します。

＜化学科目＞
　工学部第二部の化学科目は、専門科目を履修するための基礎となる化学の原理や理論を確実

に修得させることを柱とし、（1）実験科目を通じて基礎的な実験技術を習熟させ、（2）創造

的なものづくりへの意欲を育み、（3）化学的な知識や見方を身につけさせ、さらに（4）科学

技術者として求められる問題解決力、課題探求力、表現力などを涵養するよう、教育課程を編

成し、実施します。
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人間科学系列の教育目標と理念
　社会人として活動するための基礎的な素養を習得させ、情報化、国際化の進展する現代日本

社会で活動するための教養教育を展開する。その際、工学部における専門教育との関係性に十

分配慮し、これからの技術者に求められる、柔軟で豊かな見識を育むための基礎を培うことを

念頭におくことを理念とし、豊かな人間性と幅広い教養を育みつつ、将来の社会生活で必要な

論述力、討議能力やプレゼンテ－ション能力、さらには異文化理解能力や健康管理能力、そし

て人間にとって最も基本的な論理的思考能力の育成を目標とする。
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工学部第二部　人間科学科目履修モデル
卒業所要単位における必要な単位数（人間科学科目 8単位）

科目区分 人間科学科目

教育・学習目標

社会人としての基本的な素養を習得するための科目、技術者としての視
野を幅広く獲得するための科目、さらに社会における科学技術の意義や
問題点を探求する人間科学科目を学習することによって、専門教育と相
互に補完しつつ 21世紀の技術者に要請されるさまざまな資質を総合的
に陶冶することを目標とする。

単
位
数

履　

修　

推　

奨　

科　

目

1
年

前
期

人間科学科目
（１科目、体育基礎も含む ) 2

人間科学科目
（１科目、体育基礎も含む )

0
か
2

後
期

人間科学科目
（１科目、体育基礎も含む ) 2

人間科学科目
（１科目、体育基礎も含む )

0
か
2

小計 6
累計 6

2
年

前
期

人間科学科目
（１科目、体育基礎も含む ) 2

人間科学科目
（１科目、体育基礎も含む )

0
か
2

後
期

人間科学科目
（１科目、体育基礎も含む ) 2

人間科学科目
（１科目、体育基礎も含む )

0
か
2

小計 6
累計 12

3
年

前
期

人間科学科目
（１科目、体育基礎も含む ) 2

人間科学科目
（１科目、体育基礎も含む )

0
か
2

後
期

人間科学科目
（１科目、体育基礎も含む ) 2

人間科学科目
（１科目、体育基礎も含む )

0
か
2

小計 6
累計 18

4
年

前
期
後
期

小計
総計 18

合計科目数 18



―  80  ―

新
入
生
へ

学　
　

習

Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ａ

共
通

Ｎ
Ｅ

Ｎ
Ｍ

Ｎ
Ｃ

資
格
・
教
職

学
生
生
活

施　
　

設

就
職
・
進
学

学
則
・
規
程

そ
の
他

問
合
せ
・
マ
ッ
プ



―  81  ―

新
入
生
へ

学　
　

習

Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ａ

共
通

Ｎ
Ｅ

Ｎ
Ｍ

Ｎ
Ｃ

資
格
・
教
職

学
生
生
活

施　
　

設

就
職
・
進
学

学
則
・
規
程

そ
の
他

問
合
せ
・
マ
ッ
プ

英語系列の教育目標と理念
　グローバル化の進展により、海外との英語によるコミュニケーションが身近になり、エンジ

ニアにとって英語を用いて最新情報の収集・発信を行うことは、今や日常的になってきていま

す。そのため、エンジニアの活躍の場は国内外に広がり、より高度な英語力を身につけること

が求められるようになりました。また、さまざまな国の事情や文化について理解を深め、異な

る文化を持つ人々と交流する上においても英語は必要不可欠なコミュニケーションの手段と

なっています。これらの社会情勢に即し、英語系列では、まず学生の現在の英語力を診断し、

それに基づいた習熟度別の指導体制を採っています。それぞれに求められる語彙・語法・文法・

発音などの基礎知識の習得を中心に、英語運用能力、すなわち、「読む」・「書く」・「話す」・「聴

く」の 4技能をバランスよく向上させる教育を行います。
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英語科目履修モデル
卒業所要単位における必要な単位数（英語科目 5単位）

■英語履修モデルの見方
この履修モデルは、レベル別の履修の例を示したものである。しかし、レベルについては固定的に考えるの
ではなく、英語力を伸ばし、上のレベルに移行することを目指して学習に取り組むこと。基幹科目（英語Ⅰ
～Ⅳ）においては授業もレベル別に行われるが、学年や学期の区切りで英語力の伸長状況によりクラスの移
動もありうる。

対象 英語初級クラス 英語中・上級クラス

教育・学習目標

英語入門レベルの学生に対して，英語の基本
的な文法事項と語彙の定着を徹底させ，4技
能を総合的に学習させる。英語基幹科目（英
語Ⅰ～Ⅳ）を中心にした履修を推奨する。

単
位
数

英語中・上級レベルの学生に対して，英語の
文法事項と語彙を充実させながら，4技能の
運用力を向上させる。英語の基幹科目（英語
Ⅰ～Ⅳ）を中心に履修を推奨するが，興味，
学力に応じて，発展科目（検定英語，英語表現，
英語演習 , 英会話）の履修も可能である。

単
位
数

履　

修　

推　

奨　

科　

目

1 年

前
期

英語Ⅰ 1 英語Ⅰ 1
オーラルコミュニケーションⅠ / メディア英語Ⅰ 1 オーラルコミュニケーションⅠ / メディア英語Ⅰ 1

後
期

英語Ⅱ 1 英語Ⅱ 1
オーラルコミュニケーションⅡ / メディア英語Ⅱ 1 オーラルコミュニケーションⅡ / メディア英語Ⅱ 1

小計 4 4

累計 4 4

2 年

前
期

英語Ⅲ 1 英語Ⅲ 1
（検定英語Ⅰ，英語表現Ⅰ） (1)
（海外英語短期研修） (2)
　 　

後
期

英語Ⅳ 1 英語Ⅳ 1
（検定英語Ⅱ，英語表現Ⅱ） (1)
（海外英語短期研修） (2)
　 　

小計 2 2～

累計 6 6～

3年

前
期

　 英語演習Ⅰ , 英会話Ⅰ 1
　 （海外英語短期研修） (2)
　 　 　

　 　

後
期

　 英語演習Ⅱ , 英会話Ⅱ 1
　 （海外英語短期研修） (2)

　 　

小計 0 2～

累計 6 8～

4年

前
期

入門ビジネス英語Ⅰ 1
（海外英語短期研修） (2)

後
期

入門ビジネス英語Ⅱ 1

小計 ０ 2

総計 6 10～

合計科目数 6 10～

　注意：
　海外英語短期研修は、2単位が上限。
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専門教育科目
【電気電子工学科（NE)】

・人材の養成に関する目的
その他の教育研究上の目的

・学位授与の方針
（ディプロマポリシー）

・教育課程編成・実施の方針
（カリキュラムポリシー）

・教育目標と理念

・履修モデル

・授業科目配当表
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電気電子工学科の人材の養成に関する目的
その他の教育研究上の目的

　電気電子工学科は、電気工学と電子工学及びその統合分野と関連分野に関する基礎から応用

までの総合的な知識と技術を有し、現代社会が直面する問題を解決し、進んで社会の発展に寄

与することのできる人材を養成することを目的とする。

　すなわち、現代社会において必要とされる電気電子工学技術とその進展に貢献することので

きる実践的技術者養成のための教育研究を行う。

電気電子工学科の学位授与の方針
（ディプロマポリシー）

　工学部第二部の電気電子工学科は、本学部の学位授与方針をもとに、本学科に所定の期間在

学し（※）、以下のすべてを満たした者に対して、学士（工学）の学位を授与します。

（1）一般教養、外国語（英語）を含めた基礎的なコミュニケーション能力、工学全般に関す

る広い知識と理解力、工学の電気電子工学分野に関する知識、並びに深い考察力と課題解決力

を兼ね備えること。

（2）エコエネルギー分野、生体情報システム分野、スマートシステム分野、エレクトロデバ

イス分野などの、電気電子工学のより専門的な分野、並びに社会に対する技術の責任を自覚す

る能力（技術者倫理）を身につけること。

 

※標準修業年限は 4年。

電気電子工学科の教育課程編成・実施の方針
(カリキュラムポリシー )

　工学部第二部の電気電子工学科は、基礎学力を柱として、電気電子工学の分野の基礎を学べ

る教育を展開し、教育課程を編成し、実施します。また、電磁気学、回路理論、半導体デバイ

ス・電子材料・物理、パワーエレクトロニクス・電気機器、計測・制御システム、電力・エネ

ルギー応用、電子回路・装置、コンピュータ・情報システムの 8分野を、系統的かつ専門的

に学習できるように教育課程を編成し、実施します。

　また、英語科目と技術者倫理の学習機会を、全学年において提供します。
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電気電子工学科の教育目標と理念
　電気電子工学はすべての産業分野に関わる基幹分野として、近年、益々発展しており、省エ

ネルギー・省資源・省力化を実現し、環境問題を解決し、人類の福祉と発展に貢献する要の分

野としてその重要性を増している。このような状況を考慮し、本学科は、電力・エネルギー応

用、電気機器・パワーエレクトロニクス、電子回路・装置、計測・制御システム、コンピュータ・

情報システム、半導体デバイス・電子材料の 6分野に亘る授業科目を配すことにより、社会

や産業界の要請に適合する基礎学力、並びに、専門技術に関する知識を有するとともに、創造

性豊かで、コミュニケーション能力を備えた人材を養成することを教育目標としている。
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電気電子工学科　分野別推奨履修モデル
☆：必修科目　　◎：特に修得すべき科目　　○：修得すべき科目　　○：できれば修得する科目
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専門教育科目
【機械工学科（NM)】

・人材の養成に関する目的
その他の教育研究上の目的

・学位授与の方針
（ディプロマポリシー）

・教育課程編成・実施の方針
（カリキュラムポリシー）

・教育目標と理念

・履修モデル

・授業科目配当表
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機械工学科の人材の養成に関する目的
その他の教育研究上の目的

　機械工学科は、機械技術及び機械システムとその周辺分野に関する基礎から応用までの総合

的な知識と技術を有し、現代社会が直面する問題を解決し、進んで社会の発展に寄与すること

のできる人材を養成することを目的とする。

　すなわち、現代社会において必要とされる機械技術とその進展に貢献できる実践的技術者養

成のための教育研究を行う。

機械工学科の学位授与の方針
（ディプロマポリシー）

　工学部第二部の機械工学科は、本学部の学位授与方針をもとに、本学科に所定の期間在学し

（※）、以下のすべてを満たした者に対して、学士（工学）の学位を授与します。

（1）一般教養、語学とともに、工学全般にわたる広い知識と理解力を有し、さらに、機械工

学分野に関する専門知識、並びに、深い考察力と課題解決力を兼ね備えること。

（2）機械工学に対する社会的ニーズに基づき、研究課題の提起と解決への指針を明らかにで

きる能力、学術的な文書能力、研究発表や議論ができる能力を身につけること。

 

※標準修業年限は 4年。

機械工学科の教育課程編成・実施の方針
(カリキュラムポリシー )

　工学部第二部の機械工学科は、数学、物理、化学を柱として、学生が機械工学分野の基礎を

学び、さらに、材料力学、熱力学、流体力学、機械力学、設計・加工学の専門分野を系統的に

学習できるように教育課程を編成し、実施します。

　また、実験、実習、設計及びワークショップにて、機械工学における実践的な能力を身につ

けさせます。
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機械工学科の教育目標と理念
　未来を切り開く先端技術のみならず、急速に進展する今日の技術に追随できるように基礎知

識を徹底的に理解させるとともに、それを応用して新技術を生み出す能力を育成するための教

育と研究に尽力するのが機械工学科である。実際の教育では、「材料と加工」、「エネルギー」、

および「情報と機械システム」の 3コースを設け、従来の機械工学およびこれに関連する学

問の基礎的な知識を深め、それらを柔軟に使いこなす応用力と、新技術を作りだす創造力を身

につけることに主眼をおき、広い視野を持った機械エンジニアを育成することを目標としてい

る。教育の基本方針としては、基礎学力を徹底して修得させ、先端技術を理解できる創造性豊

かで、視野が広く広範な工学分野をカバーし、新しい技術の習得にも対応でき、さらに、人間

にやさしく人間に役立つ機械技術の開発・研究に携わる人材の育成を目指している。
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機械工学科　コース別履修モデル
（専門選択科目の選択基準）

◎必ず履修すべき科目、○履修を強く勧める科目、△余裕のある限り履修すべき科目
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専門教育科目
【情報通信工学科（NC)】

・人材の養成に関する目的
その他の教育研究上の目的

・学位授与の方針
（ディプロマポリシー）

・教育課程編成・実施の方針
（カリキュラムポリシー）

・教育目標と理念

・履修モデル

・授業科目配当表
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情報通信工学科の人材の養成に関する目的
その他の教育研究上の目的

　情報通信工学科は、情報・コンピュータ技術と通信・ネットワーク技術の両分野に関する基

礎から応用までの知識と技術を広く総合的に有し、現代社会が直面する問題を解決し、進んで

社会の発展に寄与することのできる人材を養成することを目的とする。

　すなわち、現代社会において必要とされる情報通信技術とその進展に貢献できる実践的技術

者養成のための教育研究を行う。

情報通信工学科の学位授与の方針
（ディプロマポリシー）

　工学部第二部の情報通信工学科は、本学部の学位授与方針をもとに、本学科に所定の期間在

学し（※）、以下のすべてを満たした者に対して、学士（工学）の学位を授与します。

（1）一般教養、語学、工学全般に関する広い知識と理解力、工学の情報通信工学における「情

報・コンピュータ技術」と「通信・メディア処理技術」の両分野に関する知識、かつ深い考察

力と課題解決力を兼ね備えること。

（2）自発性、問題解決能力や実践力、新技術に柔軟に対応し受容するための実践的な適応力、

コミュニケーション力、プレゼンテーション力、マネジメント力など、情報通信分野の専門技

術者・研究者として自立できる能力と社会性を備える基盤を築いていること。

 

※標準修業年限は 4年。

情報通信工学科の教育課程編成・実施の方針
(カリキュラムポリシー )

　工学部第二部の情報通信工学科は、基礎学力を柱として、情報通信工学分野の基礎を学び、

さらに、情報通信システム、マルチメディア処理、コンピュータネットワーク、コンピュータ

応用技術の各分野を系統的かつ専門的に学習できるように、教育課程を編成し、実施します。

　また、多岐にわたる情報通信工学分野の応用科目を多数用意し、各自の興味に沿った自由度

の高い学習を可能とするとともに、常に科目の見直しを行い、時代に即した知識や技術が修得

できるようにします。

　さらに、演習、実験、実習を重視し、すべての年次でコンピュータ関連科目及び講義科目と

連携した実験科目を配し、基礎力、実践力、思考力、豊かな想像力を確実に養成しつつ、学習

意欲の高い学生の実力と個性を伸ばす教育プログラムを提供します。
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情報通信工学科の教育目標と理念
　高度情報社会において情報通信技術は中心的な役割を担っており、その発展が大きく期待さ

れている。この状況を踏まえ、情報通信工学科はコンピュータ、通信、ネットワーク、メディ

アという 4つの技術分野において 21世紀の社会に貢献できる技術者、研究者を育成すること

を目標としている。

　教育方針としては、①幅広い分野において基礎学力を身につけさせること、②実験や実習を

通して応用力、実践力を鍛えること、③実社会で通用する確かで柔軟な思考力、想像力を養う

こと、④国際的、学際的な知識や素養を身につけさせること、⑤日本語、外国語を問わずコミュ

ニケーション能力を持たせること、⑥人間や社会に対して関心や責任をもつ専門家を育てるこ

と、を目指している。
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情報通信工学科 履修モデル
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